
○妙高市の快適な環境づくりを進める条例 

昭和57年９月20日条例第21号 

 

私たちは、快適な環境で健康な日常生活を営むことを目標に努力を重ねてきた。 

しかし、都市化の進展とともに、この恵まれた環境及び人間と自然との調和も損なわれようとし

ている。 

このときにあたり、恵まれた自然と豊かな風土を保全し、更に人間性豊かな環境を積極的に創造

して後世へ継承する責務がある。 

ここに市民１人ひとりの自覚と連帯意識を期待し、市民、事業者及び市が一体となって、必要な

諸施策を講ずるとともに、快適な環境づくりを進めることを宣言し、この条例を制定する。 

 

（市の責務） 

第１条 市は、快適な環境づくりを進めるため、次の各号に掲げる事項について施策を定め、その

実現に努めなければならない。 

(１) 生活環境の整備に関すること。 

(２) 緑化の推進・河川の浄化その他自然環境の保全に関すること。 

(３) 環境づくりを進めるための意識の高揚と知識の普及に関すること。 

(４) 環境づくりを進める自主活動の育成に関すること。 

(５) その他快適な環境づくりを進めるために必要な調査研究に関すること。 

（市民の責務） 

第２条 市民は、快適な環境づくりの趣旨を理解し、日常生活において、互いにその生活環境を損

なうことのないよう努めるものとする。 

２ 市民は、自ら所有し、また管理する土地・建物及びその周囲を清潔に保つとともに、公共の場

所の美化に努めるものとする。 

３ 市民は、自治会等が行う快適な環境づくり活動に、積極的に参加するよう努めるものとする。 

（事業者の責務） 

第３条 事業者は、その事業活動により快適な環境づくりを損なうことのないようその責任と負担

において適切な措置を講ずるとともに、市が実施する施策に協力するものとする。 

（市の指導等） 

第４条 市は、快適な環境を損ない、その改善の必要を認めるときは、市民及び事業者に対して指

導、助言及び勧告を行うものとする。 

（委任） 

第５条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 


